
資料５：部課長職、ソフトウェア技術者
のサポートコメント対応表

資料-87



部課長職 ソフトウエア技術者
中分類 職務能力項目 中分類 職務能力項目

小分類 中分類 小分類 中分類
業務に必要な情報はインターネッ
トやイントラネットを日頃から操作
し、収集している

・インターネット等のネットワーク上で利用で
きる検索エンジン（Yahoo、Infoseekなど）や
データベースなどの情報源にどのようなもの
があるか、まず知ってください。次に、その
情報源から検索できる情報の内容、操作方
法を理解し、使いながら操作に馴れてくださ
い。それが出来れば、自分に必要な情報に
適した情報源を選択する事が出来ます。毎
日一回は、いずれかの情報源に必ずアクセ
スすることを習慣づけてください。

インターネットやイントラネットを日
頃から操作して必要情報を収集し
ている

・インターネット等のネットワーク上で利
用できる検索エンジン（Yahoo、
Infoseek等）やデータベース等の情報
源にどのようなものがあるか、まず知っ
てください。次に、その情報源から検索
できる情報の内容、操作方法を理解
し、使いながら操作に馴れてください。
それが出来れば、自分に必要な情報
に適した情報源を選択する事が出来ま
す。

業務に必要な情報を収集できる
よう、日頃から人的ネットワークを
広げている

・仕事に必要な情報を収集するための第一
歩は、ご自身が仕事を進める上で、どのよう
な分野の、どの程度の深さの情報が必要で
あるかをよく理解してください。そして、その
情報に誰が詳しいかを事前に調べ、連絡を
取ってみてください。第三者を介して紹介し
てもらう方が、スムーズな場合が多いです。
情報は相手から収集するだけではダメで
す。相手の方にも情報を提供することを常に
こころがけてください。

業務に必要な情報を収集できる
よう、日頃から人的ネットワークを
広げている

・仕事に必要な情報を収集するための
第一歩は、ご自身が仕事を進める上
で、どのような分野の、どの程度の深さ
の情報が必要であるかをよく理解してく
ださい。そして、その情報に誰が詳しい
かを事前に調べ、連絡を取ってみてく
ださい。第三者を介して紹介してもらう
方が、スムーズな場合が多いです。情
報は相手から収集するだけではダメで
す。相手の方にも情報を提供すること
を常にこころがけてください。

学会やセミナーに積極的に参加
し、業務に必要な最新情報を定期
的に収集している

・学会やセミナー等への積極的な参加は人
的ネットワークを広げる上で非常に重要で
す。イベント情報を普段からモニタリングし、
定期的に参加してください。参加した際は、
有識者や受講者等と積極的に交流を深め、
その後も相互にコミュニケーションがとれる
ような関係を構築してください。構築した人
的ネットワークは、いざという時に電話や
メール１本で最新情報が収集でき、円滑な
業務遂行につながります。

収集した情報は重要度に応じて
優先順位を付けている

・情報収集は収集する情報量も重要です
が、戦略立案等の目的に活用するために、
それらをいかに選択・集約するかが重要で
す。収集した情報は目的との関連性、情報
の幅と深さのレベル、情報の信憑性等の基
準を設け選択したり、類似情報を集約してく
ださい。

部門の進むべき方向や戦略立案
に必要な情報及び情報源を明確
にしている

・会社の経営戦略とあなたの所属する部門
の役割を十分認識し、進むべき方向や戦略
を決定する際にどんな情報が必要かを考え
てください。必要な情報としては、顧客ニー
ズ動向等の「①顧客情報」、新規参入事業
者を含む競合他社の動向等の「②競合情
報」、自社の経営戦略及び経営資源（人、モ
ノ、金等）に関する「③自社情報」がありま
す。この３つの視点からあなたの所属する
部門に必要な情報と情報源（社内外）をリス
トアップしてください。

収集・分析した情報、これまでの
経験や直感をもとに、部門の進む
べき方向を予測している

・自社の経営戦略とあなたの部門の役割を
十分認識し、まずはこれまでの自身の経験
から大まかな進むべき方向（あるべき姿）の
シナリオを組み立ててください。次に、その
シナリオを「顧客」「競合他社」の最新情報等
を参考に練り直し、進むべき方向を予測して
ください。

①情報
収集・分
析技能

①情報
収集・分
析技能

サポートコメント サポートコメント

・情報収集・分析で最も重要なことは、
その業務を行う上で必要な情報が何か
を明確にすることです。日頃から、業務
を行う前に必要な情報をリストアップす
ることを心がけてください。収集すべき
情報が明確になったら、次にそれをどん
な方法で収集するかを決めてください。
情報収集方法には大きく、「インター
ネット等の情報ネットワークを活用する
方法」と「人的ネットワークを活用する方
法」があります。効率的な情報収集を行
うために、日頃から、各種検索エンジン
を利用したり、情報発信機関や専門家
をリストアップしておくよう心がけてくださ
い。専門家との人的ネットワークを広げ
るためには定期的なセミナーへの参加
が有効です。
 情報が収集できたら、次に分析を行い
ます。分析ではこれまでに収集した情
報、御自身の経験と知識に基づいて、
仮の結論（仮説）を考え、それらを検証
するために必要な分析方法を用いて検
討してください。

・情報収集・分析で最も重要なこと
は、その業務を行う上で必要な情
報が何かを明確にすることです。日
頃から、業務を行う前に必要な情
報をリストアップすることを心がけ
てください。収集すべき情報が明確
になったら、次にそれをどんな方法
で収集するかを決めてください。情
報収集方法には大きく、「インター
ネット等の情報ネットワークを活用
する方法」と「人的ネットワークを活
用する方法」があります。効率的な
情報収集を行うために、日頃から、
各種検索エンジンを利用したり、情
報発信機関や専門家をリストアップ
しておくよう心がけてください。
情報が収集できたら、次に分析を
行います。分析ではこれまでに収
集した情報、ご自身の経験と知識
に基づいて、仮の結論（仮説）を考
え、それらを検証するために必要な
分析方法を用いて検討してくださ
い。
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部課長職 ソフトウエア技術者
中分類 職務能力項目 中分類 職務能力項目

小分類 中分類 小分類 中分類
①情報
収集・分
析技能

①情報
収集・分
析技能

収集した情報は、体系的に分析・
加工している

・情報の分析・加工を行う前に、まず、
与えられた問題を捉える枠組み（問題
の分類方法や要因間の関連性等）と分
析から導き出される仮の結論（仮説）を
ご自身の経験と知識に基づいて考えて
ください。そして、色々な分析手法（統
計解析等）を用いて、情報の加工をし
てください。出てきた分析結果は、課題
の枠組みに再度当てはめて整理し、当
初の仮説と合っているか確認してくださ
い。

会社の方針や各種情報（分析
データ等）を踏まえ、自部門が取
るべき戦略を立案している

・あなたの部門の進むべき方向（あるべき
姿）の予測シナリオを立てた上で、与えられ
た経営資源（人、モノ、カネ、情報・ノウハウ
等）を最大限に活用した戦略を策定してくだ
さい。経営資源の強みを生かした戦略づくり
が基本となりますが、経営資源が十分でな
い場合には社外の経営資源の有効活用や
社内の他部門との連携等も検討してくださ
い。

部門の戦略に基づき、業務に必
要な要員、予算、期間等を見積
り、最適な業務・人材・組織計画
を立案している

・まずは部門で立案した戦略をもとに、部門
の目標とそれを達成するためのプロセス（や
るべき事）を決めてください。次に、それを実
施するための期間と投入要員数を計画して
ください。計画の段階では要員計画が特に
重要です。プロジェクトの作業量や難易度を
見積り、適切な能力を持った要員を投入して
ください。日頃からプロジェクトを通して、社
員の能力や特徴をつかんでおくよう心がけ
てください。

部門の方針や戦略をわかりやす
く部下に伝達し、取組むべき課題
を明確にしている

・社内外の関係者を集め、打合わせを開き、
部門の方針や戦略を説明してください。方針
等は簡潔に文書化し、配布してください。次
に、取組むべき課題を関係者に案出させ、
重要課題を絞り込んでください。重要課題は
業務関係者の専門性や意向等をもとに、役
割分担させ、参加意識を引き出すよう配慮
してください。

業務関係者のニーズと自社の経
営資源（ヒト・モノ・カネ・情報等）
を的確に把握し、積極的に企画
提案を行っている

・ニーズを的確に把握するには、普段
から情報収集を怠らないことが重要で
す。情報には、一次情報（現在の部署
内にある情報）と二次情報（他部署に
ある資料、政府や業界団体等の公開
資料、自主的に調査して収集する資
料）があります。ただ、一番重要な点
は、日々の仕事で、業務関係者と対話
しながら一緒になってニーズを探しだ
すことです。相手先も自身のニーズが
分からない事もあります。そして、提案
段階では、事前に複数の提案を用意し
ておくことが重要です。その選択肢の
中から、ニーズに合った最適なものを
提案してください。

サポートコメント サポートコメント

②計画
技能

・部門の計画立案にあたっては、自社
の経営戦略と自部門の社内での役割を
十分認識した上で、必要な社内外の最
新情報と自身のこれまでの経験から大
まかな進むべき方向（あるべき姿）のシ
ナリオを組み立ててください。次に、自
部門に与えられた経営資源（人、モノ、
カネ等）を踏まえ、戦略を策定してくださ
い。自部門の経営資源が十分でない場
合には社外や他部門との連携も考慮し
てください。戦略が策定できたら、要員・
予算・スケジュール等の計画を作成して
ください。計画段階では、予算オーバー
やスケジュールの遅れ、目標品質基準
の未達成など想定されるリスクを抽出
し、それに対する事前対応と事後対応
の準備も行ってください。

・企画・計画立案にあたっては、ま
ず、業務関係者のニーズや自社の
経営資源（人、モノ、カネ等）を踏ま
え、具体的な立案を行ってくださ
い。自社の経営資源が十分でない
場合には社外や他部門との連携も
考慮してください。企画・計画が策
定できたら、要員・予算・スケジュー
ル等の計画を作成してください。計
画段階では、予算オーバーやスケ
ジュールの遅れ、目標品質基準の
未達成等想定されるリスクを抽出
し、それに対する事前対応と事後
対応の準備も行ってください。実行
段階では、進捗状況を常に把握
し、トラブルが発生しないよう、何事
も事前に対処するように心がけてく
ださい。

②計画・
管理技
能
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部課長職 ソフトウエア技術者
中分類 職務能力項目 中分類 職務能力項目

小分類 中分類 小分類 中分類
プロジェクトの仕様から、作業に
必要な期間・要員・予算等を見積
もり、最適な遂行計画を立案して
いる

・プロジェクト遂行計画の立案にあたっ
ては、まず、仕様に関するクライアント
との十分な打合わせが大切です。一方
的な押し付けでなく、相手の真のニー
ズをつかみ、仕様をより具現化し、計画
に反映することでプロジェクト開始後の
計画変更を回避してください。次に、具
体的な計画作成では要員計画が特に
重要です。プロジェクトの作業量や難
易度を見積り、適切な能力を持った要
員を投入してください。計画を迅速に立
案するためには、日頃のプロジェクトを
通して、関係者の能力や特徴をつかん
でおくことが重要です。

部門の計画立案段階で、これま
での経験から、問題点や最悪の
状態を想定している

・部門の計画を円滑に遂行させるために
は、計画段階において、予算オーバーやス
ケジュールの遅れなど想定されるリスクを抽
出し、それに対する事前対応と事後対応の
準備を行ってください。事前対応について
は、計画に必要な要員、期間、予算の妥当
性の入念な評価が必要です。事後対応とし
ては想定される最悪のシナリオをイメージ
し、いつでも対応がとれるよう心の準備が必
要です。

プロジェクトの遂行計画立案段階
で、これまでの経験から、問題点
や最悪の状態を想定している

・工程のクリティカルパスを押さえてお
いて、外部、内部のどの要因が影響を
与えるか把握し、常にその影響の量を
想定しておくことが必要です。そして兆
候が現われてきたときに見逃さない細
心の注意が大事です。大幅な仕様変
更は工程に大きな影響を与えます。ユ
－ザ－のニ－ズを早めに抽出するだ
けでなく、そのニ－ズを押さえ込んだり
中途端端にしておくと結局不満が爆発
してしまいます。納得できるまで充分に
話し合って仕様を確定させておくことが
結局は最短で、最悪の結果を予防する
ことになります。

プロジェクトの遂行過程で、計画
変更・遅れ・予定外のトラブルが
発生しても、迅速かつ的確に対応
している

 ・プロジェクトの工程管理ではＰＥＲＴ
（Program Evalution and Review
Technique：計画評価レビュ-）等の手
法を使って、クリティカルパスを計算し、
どの工程で計画変更があれば全体で
どれだけの遅れになるか一覧できるよ
うにしておき、余裕日数が計算できるよ
うにすることが必要です。そして問題発
生の時にどこを調整すれば良いのか、
分かるようにしておいてください。

サポートコメント サポートコメント

②計画
技能

②計画
技能
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部課長職 ソフトウエア技術者
中分類 職務能力項目 中分類 職務能力項目

小分類 中分類 小分類 中分類
部門で作成した計画や改善施策
を、忍耐強く部下に遂行させ、部
門目標に結びつけている

・計画や改善施策の遂行過程では、目標と
する業績や成果物の品質、コスト、納期等
がどの程度達成されいるかの進捗を適宜、
チェックすることが重要です。定期的に部下
に進捗状況、遂行過程で想定される問題点
を報告させ、問題になりそうな時は早めに
フォローするようにしてください。

計画や改善施策の実行過程で、
変更・遅れ・予定外のトラブルが
発生しても、迅速かつ的確に対応
している

・計画や改善施策の実行過程ではトラブル
対応がつきものです。まずは、トラブルを徴
候段階でつかむことが重要です。顧客や社
内外の関係者との打合わせを通して、随
時、進捗と中間成果を確認し、トラブルの芽
がつめるよう心がけてください。トラブル発
生後は迅速な対応が必要となります。つね
に、想定されるトラブルをイメージし、いつで
も事後対応がとれるよう心の準備をしてくだ
さい。

部門目標の達成度を適正な基準
で最終評価している

・部門目標の達成度は「結果」と「プロセス」
の評価が重要です。結果については当初設
定した業績や成果の品質、コスト、納期等が
どの程度達成できたかを評価してください。
プロセスについては、要員・予算・期間の過
不足、予想していなかったトラブル発生の有
無等を評価してください。評価は部門内で
ミーティングを設け、話し合い、評価結果を
全員にフィードバックすることで今後の業務
遂行に反映させてください。

自社を取り巻く環境変化を踏ま
え、組織の風土改革を率先して推
進している

・組織の風土改革は、個々の社員が環境の
変化を認識し、従来の価値観や行動を自発
的に見直そうとする意識を持たせることで
す。まずは、環境変化と自分の部門の役割
をわかりやすい言葉で説明し、社員に「気づ
き」を与えてください。次に、その意識を維
持・向上するために、従来の仕組み等の見
直しを行ってください。

部門の計画や改善施策を実行す
る上で、部下の専門性やキャリア
を考慮し、最適な配置を行ってい
る

・個人の資質や能力を踏まえ、それを最大
限に活用する人員配置は部課長の重要な
役割です。ご自身の会社において、仕事を
達成するための分業およびその調整の仕
組み、ならびにこれらを統合した組織構造に
ついて再確認してみてください。そしてご自
身の会社に適した組織構造、ならびに能力
評価・人材育成について体系的に整理して
ください。

・部門の計画や改善施策の管理・評価
にあたっては、目標とする業績や成果
の品質、コスト、納期等がどの程度達成
されいるかの進捗を適宜、チェックする
ことが重要です。部下に進捗状況と、遂
行過程で想定される問題点を定期的に
報告させ、早めにフォローするようにし
てください。トラブル対応については、ト
ラブルを徴候ベースでつかむことが重
要です。顧客や社内外の関係者との打
合わせを通して、随時、進捗と中間成果
を確認し、トラブルの芽がつめるよう心
がけてください。万が一、トラブルが発
生した際は迅速な対応が必要となりま
す。つねに、想定されるトラブルをイメー
ジし、いつでも事後対応がとれるよう心
の準備をしてください。計画や改善施策
の実施後は部門目標の達成度を「結
果」と「プロセス」で評価し、今後の業務
遂行に反映させてください。

・組織の競争力の源泉である個人の能
力を正当に評価し、これを最大限に活
用するような人員配置を行うことは、企
業組織のマネジメントにおける大きな要
素です。ご自身の会社において、仕事
を達成するための分業およびその調整
の仕組み、ならびにこれらを統合した組
織構造について再確認してみてくださ
い。さらに、組織で共有している価値
観、行動規範といった組織文化につい
ても再確認してみてください。この仕組
みの中で、ご自身の会社に適した組織
構造、組織文化ならびに能力評価・人
材育成について体系的に整理してくださ
い。これに加えて、組織マネジメントに
関する文献から、組織編成および風土
改革に向けた方法論について情報収集
し、これらの情報についてご自身で体系
的に整理されることをおすすめします。

サポートコメント サポートコメント

③管理・
評価技
能

④組織
編成技
能

③組織
編成・動
機付け・
教育技
能
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部課長職 ソフトウエア技術者
中分類 職務能力項目 中分類 職務能力項目

小分類 中分類 小分類 中分類
業務関係者との円滑なチーム
ワーク形成を普段から意識し、促
している

・業務関係者とのコミュニケ－ションは
双方向でなければなりません。いつも
こちらの側の論理を無理強いしている
と、相手が話しかけてこなくなります。
必要な話を、必要な時に双方で話し合
える関係を築き、良好なチームワーク
を構築してください。

部門に将来採用すべき人材像・
人材要件を常に予測し、組織の
構成員のバランスに普段から注
意を払っている

・顧客のニーズや部門内の現在の人
材の状況等から、中期・長期的将来に
どのような分野の専門家が必要である
のかを、常に見極めながら、採用、教
育の計画を立てておくことが大切です。

部下に方針・目標をわかりやすく
伝達し、個人の目標達成を促して
いる

・部下と部門の方針・目標を共有し、各人の
個人目標までブレークダウンすることは、部
下のモラールアップにつながります。部門の
目指す目標（ゴール）とそこに至るプロセス
を年間計画などで開示し、各チームや個人
がどんな役割を担っているかを周知させてく
ださい。個人目標と部門目標の整合につい
ては積極的に情報交換の機会を持ち、納得
するまで話し合うことをおすすめします。

部下に方針・目標をわかりやすく
伝達し、個人の目標達成を促して
いる

・部下と部門・チーム等の方針・目標を
共有し、各人の個人目標までブレーク
ダウンすることは、部下のモラールアッ
プにつながります。部門の目指す目標
（ゴール）とそこに至るプロセスを年間
計画等で開示し、各チームや個人がど
んな役割を担っているかを周知させて
ください。個人目標と部門目標の整合
については積極的に情報交換の機会
を持ち、納得するまで話し合うことをお
すすめします。

部下の仕事の結果（業績）だけで
なく、その過程も観察し、適正に
評価している

・部下の能力に対する適正な評価は、モ
ラールアップにつながります。職務遂行に必
要な能力・技能、あるいはそれらの要求レベ
ルを明らかにし、それらの「結果」と「プロセ
ス」を評価する方法論について理解してくだ
さい。人事労務管理に関する文献から情報
を収集するとともに、ご自身の部下を含めた
社内の方々と能力評価・業績評価について
積極的に情報交換をする機会を持たれるこ
とも、おすすめします。

部下の仕事の結果（業績）だけで
なく、その過程も観察し、適正に
評価している

・部下の能力に対する適正な評価は、
モラールアップにつながります。職務遂
行に必要な能力・技能、あるいはそれ
らの要求レベルを明らかにし、それら
の「結果」と「プロセス」を評価する方法
論について理解してください。人事労務
管理に関する文献から情報を収集する
とともに、ご自身の部下を含めた社内
の方々と能力評価・業績評価について
積極的に情報交換をする機会を持た
れることも、おすすめします。

部下の強み／弱みを考慮し、短
期・中長期的な視点から指導方
針を明示し、育成を行っている

・部下の育成にあたっては、部下の「強い分
野」と「弱い分野」を冷静に見極めるととも
に、部下本人が自分の将来設計をどう考え
ているかよく話を聞き、教育計画を立ててく
ださい。部下本人が確たる将来設計を持っ
ていなければ、資質を見極めた上で、それ
を立てさせるような指導をしてください。部下
の資質については身近な上司の意見も確
認して判断してください。

部下の強み／弱みを考慮し、短
期・中長期的な視点から指導方
針を明示し、育成を行っている

・部下の育成にあたっては、部下の「強
い分野」と「弱い分野」を冷静に見極め
るとともに、部下本人が自分の将来設
計をどう考えているかよく話を聞き、教
育計画を立ててください。部下本人が
確たる将来設計を持っていなければ、
資質を見極めた上で、それを立てさせ
るような指導をしてください。部下の資
質については身近な上司の意見も確
認して判断してください。

・組織の競争力の源泉である個人の能
力を正当に評価し、これを伸ばすこと
は、企業組織のマネジメントにおける大
きな要素です。そして、関係するすべて
の従業員で方針・目標を共有し、各人
の個人目標までブレークダウンするとい
う一連の手続きを実現することは、従業
員のモラールの高さに直結します。ま
ず、このことを認識してください。その上
で、ご自身の会社において、仕事を達
成するための分業およびその調整の枠
組み・仕組み、ならびに方針・目標を共
有する仕組みについても、再確認して
みてください。さらに、各人の目標と評
価方法が一致しているかどうかも確認し
てみてください。この枠組み・仕組みの
中で、ご自身の会社に適した人材育成
について体系的に整理してください。経
営学に関する文献等から、人材育成・
動機付けに向けた方法論について情報
を収集されることをおすすめします。ま
たご自身の部下を含めた社内の方々と
人材育成・動機付け等について積極的
に情報交換をする機会を持たれること
も、おすすめします。

サポートコメント

④組織
編成技
能

③組織
編成・動
機付け・
教育技
能

⑤動機
付け・指
導・教育
技能

・組織の競争力の源泉である個人
の能力を正当に評価し、これを伸
ばすことは、企業組織のマネジメン
トにおける大きな要素です。そし
て、関係するすべての従業員で方
針・目標を共有し、各人の個人目
標までブレークダウンするという一
連の手続きを実現することは、従
業員のモラールの高さに直結しま
す。まず、このことを認識してくださ
い。その上で、ご自身の会社にお
いて、仕事を達成するための分業
およびその調整の枠組み・仕組
み、ならびに方針・目標を共有する
仕組みについても、再確認してみ
てください。さらに、各人の目標と評
価方法が一致しているかどうかも
確認してみてください。この枠組
み・仕組みの中で、ご自身の会社
に適した人材育成について体系的
に整理してください。経営学に関す
る文献等から、人材育成・動機付
け・チームワーク形成等に向けた
方法論について情報を収集される
ことをおすすめします。また、ご自
身の部下を含めた社内の方々と人
材育成・動機付け・チームワーク形
成等について積極的に情報交換を
する機会を持たれることも、おすす
めします。

サポートコメント
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部課長職 ソフトウエア技術者
中分類 職務能力項目 中分類 職務能力項目

小分類 中分類 小分類 中分類
業務関係者の本質的なニーズを
引き出す対話を、普段から行って
いる

・業務関係者には「顧客」「社内関連部門」
「外部委託業者（調達先、アウトソーサー）」
があります。対話では、まず、相手の特性や
立場を考えて、効果的な質問を心がけ、何
を望んでいるかを正しく把握するよう心がけ
てください。一方、こちらの考えを的確に伝
えることも重要です。こうした双方向の対話
は業務関係者との信頼関係をつくり、より円
滑な業務の遂行につながります。

業務関係者の本質的なニーズを
引き出す対話を、普段から行って
いる

・業務関係者との日頃からの対話にお
いて、まず、相手の特性や立場を考え
て、効果的な質問を心がけ、何を望ん
でいるかを正しく把握するよう心がけて
ください。一方、こちらの考えを的確に
伝えることも重要です。こうした双方向
の対話は業務関係者との信頼関係を
つくり、より円滑な業務の遂行につなが
ります。

メール等を活用し、業務関係者と
円滑なコミュニケーションを行って
いる

・コミュニケーションの際には、口頭のみなら
ず、その内容について記述した資料を用い
るなど、２種類以上の媒体を用いて確実に
情報を伝えるように心がけてください。メー
ル等の活用は、場合によっては電話やＦＡＸ
より、素早く簡単にコミュニケーションが取れ
る利点があります。メール等のコミュニケー
ション手段を活用し、業務関係者と確実に情
報が共有できるようにすることをおすすめし
ます。

メール等を活用し、業務関係者と
円滑なコミュニケーションを行って
いる

・コミュニケーションの際には、口頭の
みならず、その内容について記述した
資料を用いる等、２種類以上の媒体を
用いて確実に情報を伝えるように心が
けてください。メール等の活用は、場合
によっては電話やＦＡＸより、素早く簡
単にコミュニケーションが取れる利点が
あります。メール等のコミュニケーショ
ン手段を活用し、業務関係者と確実に
情報が共有できるようにすることをおす
すめします。

業務関係者に対し、統計ソフト（エ
クセル等）やプレゼンテーションソ
フト（パワーポイント等）を用いて、
わかりやすいドキュメントを作成し
ている

・分かりやすい文書作成やプレゼン
テーションを行うためには、”情報の示
し方”に対する工夫が必要です。統計
ソフトやプレゼンテーションソフトを使う
と、説得力のあるドキュメントを作成で
きます。日頃から通常業務でもエクセ
ル等の統計ソフトやパワーポイント等
のプレゼンテーションソフトを使って、分
かりやすいドキュメント作成やプレゼン
テーションに慣れておくことをおすすめ
します。

業務関係者に対し、論理的でわ
かりやすい説明を普段から行って
いる

・業務関係者への説明では、何が問題であ
り、結論は何かを明確に相手に伝えるよう
に、日頃から心がけてください。また結論に
至るプロセスでは、事例、数値データ、グラ
フなどの様々な資料を示すと、相手はあな
たの結論に至るプロセスが良く理解してくれ
ます。手段として、ワープロ、統計ソフト、グ
ラフックソフト、プレゼンテーションソフトを効
果的に使用すると、より説得力のある説明
ができます。

業務関係者に対し、論理的でわ
かりやすい説明を普段から行って
いる

・業務関係者への説明では、何が問題
であり、結論は何かを明確に相手に伝
えるように、日頃から心がけてくださ
い。また結論に至るプロセスでは、事
例、数値データ、グラフ等の様々な資
料を示すと、相手はあなたの結論に至
るプロセスを良く理解してくれます。手
段として、ワープロ、統計ソフト、グラ
フィックソフト、プレゼンテーションソフト
を効果的に使用すると、より説得力の
ある説明ができます。

顧客等から苦情やクレームを受
けても、冷静かつ適切に対応して
いる

・顧客等の苦情やクレームは、あなた
の仕事のみならず会社の業務全体の
欠陥を見直すための貴重な情報です。
苦情やクレームを受けたら、必ずその
内容、対処方法等を記録しておきまし
よう。記録しておけば同様の苦情、ク
レームに迅速に対応できます。またあ
なた以外の人でも、それらの苦情、ク
レームに対応できます。このためには
苦情、クレーム処理のためのデータ
ベースシステムがあれば最善ですが、
ワープロ等で記録しておくだけでも十
分に役立ちます。

・自身のお仕事を遂行するためには、
業務関係者との対話は不可欠です。そ
してその対話、ならびに対話を通じて構
築される人的ネットワークは、継続的か
つ対等なものとすることが必要です。そ
のために情報収集だけでなく、情報提
供も行い、一方的な関係とならないよう
に常に心がけてください。このような関
係を続けることで業務関係者との間に
信頼が生まれ、必要な情報が必要な時
に収集できることなどにより、業務を円
滑に遂行する助けとなります。また、コ
ミュニケーションの際には、口頭のみな
らず、その内容について記述した資料を
用いるなど、２種類以上の媒体を用いて
確実に情報を伝えるように心がけてくだ
さい。メール等のITを用いたコミュニ
ケーション手段は、迅速かつ確実なコ
ミュニケーションを可能とします。メール
等のコミュニケーション手段を活用し、
業務関係者と確実に情報が共有できる
ようにすることをおすすめします。

・ご自身のお仕事を遂行するため
には、業務関係者との対話は不可
欠です。そしてその対話、ならびに
対話を通じて構築される人的ネット
ワークは、継続的かつ対等なもの
とすることが必要です。そのために
情報収集だけでなく、情報提供も行
い、一方的な関係とならないように
常に心がけてください。このような
関係を続けることで業務関係者と
の間に信頼が生まれ、必要な情報
が必要な時に収集できること等に
より、業務を円滑に遂行する助けと
なります。また、コミュニケーション
の際には、口頭のみならず、その
内容について記述した資料を用い
る等、２種類以上の媒体を用いて
確実に情報を伝えるように心がけ
てください。メール等のITを用いた
コミュニケーション手段は、迅速か
つ確実なコミュニケーションを可能
とします。メール等のコミュニケー
ション手段を活用し、業務関係者と
確実に情報が共有できるようにす
ることをおすすめします。

サポートコメント サポートコメント

⑥コミュ
ニケー
ション技
能

④コミュ
ニケー
ション技
能
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部課長職 ソフトウエア技術者
中分類 職務能力項目 中分類 職務能力項目

小分類 中分類 小分類 中分類
⑥コミュ
ニケー
ション技
能

諸外国の業務関係者と意思疎通
が図れるように語学練習を日頃
から行っている

・今や業務は日本の国内だけに留まりませ
ん。語学能力を習得することで、海外の業
務関係者との業務が円滑に遂行できるのみ
ならず、ビジネスチャンスも広がります。その
ためにTOEIC等を受験し、その点数からご
自身の語学能力を把握されることをおすす
めします。また、TOEIC等の点数を目標とし
て設定し、通勤時間等を活用して語学練習
をされることをおすすめします。英語学習用
のパソコンソフトなどを利用して勉強するの
も効果的です。

④コミュ
ニケー
ション技
能

諸外国の業務関係者と意思疎通
が図れるように語学練習を日頃
から行っている

・今や業務は日本の国内だけに留まり
ません。語学能力を習得することで、
海外の業務関係者との業務が円滑に
遂行できるのみならず、ビジネスチャン
スも広がります。そのためにTOEIC等
を受験し、その点数からご自身の語学
能力を把握されることをおすすめしま
す。また、TOEIC等の点数を目標として
設定し、通勤時間等を活用して語学練
習をされることをおすすめします。英語
学習用のパソコンソフト等を利用して勉
強するのも効果的です。

マーケティング（製品政策、価格
政策、流通政策、販売促進政策
等）について日頃から学習してい
る

・マーケティングは、会社が市場環境とどの
ように関わっていくかの活動であり、企業マ
ネジメントの要となるものです。まずはマー
ケティングに関する書籍等から、基礎知識を
修得してください。次に、日頃から、業界紙
あるいはビジネス誌から他社のマーケティン
グ活動に関する情報を収集し、そのあり方
についてご自身の考え方を整理してくださ
い。それができたら、自身の会社に適用し、
具体的なマーケティング政策案を考えてみ
ましょう。

経営戦略（市場分析→競合分析
→自社の強み／弱み分析→戦略
立案等）について日頃から学習し
ている

・経営戦略とは、企業活動を長期的な観点
で描いた基本設計図であり、企業マネジメン
トの要となるものです。まずは、経営戦略に
関する書籍等から、基礎知識を修得してくだ
さい。次に、日頃から、業界紙あるいはビジ
ネス誌から他社の経営戦略に関する情報を
収集し、そのあり方についてご自身の考え
方を整理してください。それができたら、自
身の会社に適用し、具体的な経営戦略を考
えてみましょう。

財務・会計（財務会計、管理会計
等）について日頃から学習してい
る

・財務・会計は経営活動の結果を測定・評価
するために必要な知識です。財務諸表、管
理会計あるいは経営分析に関する書籍か
ら、簿記や財務諸表の仕組み等の基礎知
識を修得してください。また、日頃から業界
紙やビジネス誌から他社の決算情報等に目
を通し、評価するよう心がけてください。評価
の仕方がある程度わかったら、ご自身の会
社・部門における経営活動の現状に対し
て、収益性、健全性、成長性、および生産性
といった観点から評価してみてください。

人事労務管理（能力評価、業績
評価等）について日頃から学習し
ている

・社員の能力を正当に評価することは、モ
ラールアップにつながります。まずは、人事
労務管理に関する書籍等から人の採用・配
置・教育・評価・異動等に関する基礎知識を
修得してください。また、ご自身の部下を含
めた社内の方々と能力評価・業績評価につ
いて積極的に情報交換をする機会を持たれ
ることも、おすすめします。

サポートコメント

⑦知識
力・情報
源

⑤知識
力

サポートコメント

・情報化等により企業の環境が急速に
変化する中で、部課長が担当業務を行
うためには、1)環境変化を的確に捉え、
2)自身の組織の戦略・計画を策定し、3)
それを組織内で遂行させる、ための知
識・情報源が必要となります。
環境変化の把握については、「市場」
「顧客」「競合他社」「供給者」等の動向
を把握するための情報源や社内外の業
界・業種に係わる有識者等を日頃から
モニタリングし、いつでも活用できるよう
にしてください。戦略・計画の策定につ
いては、まずは「マーケティング」「経営
戦略」「財務・会計」等の経営に関する
基礎知識等を修得してください。次に、
ビジネス紙等で他社の事例に当てはめ
て読んだり、自身の組織に適用し、知識
を深めてください。戦略・計画の実行に
ついては、「人事労務管理」「人材育成
方法」に関する基礎知識等を修得し、日
頃の業務に適宜、適用してみてくださ
い。
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部課長職 ソフトウエア技術者
中分類 職務能力項目 中分類 職務能力項目

小分類 中分類 小分類 中分類
人材育成方法（リーダーシップ、
コーチング等）について日頃から
学習している

・個人の能力をいかに伸ばすかが部課長の
最大の役割です。まずはリーダーシップや
コーチング等の人材育成に関する方法論を
書籍等から、修得してください。これに加え
て、ご自身の会社の枠組み・仕組みの中
で、会社に適した人材育成について体系的
に整理されることをおすすめします。

市場動向を把握するための有効
な情報源（各種媒体、有識者等）
を日頃から調べている

・環境変化が複雑で不確実なものになると、
市場の変化予測が仕事の成否を決める重
要な要素になります。そこであなたが今、市
場変化予測のために定期的に何の情報を
どのように入手しているかリストアップしてみ
てください。ITを活用すれば情報収集範囲
は飛躍的に拡大します。ITを活用した定期
情報収集マップを作成し、随時更新すること
をおすすめします。

顧客動向を把握するための有効
な情報源（顧客との人的ﾈｯﾄﾜｰｸ）
を日頃から調べている

・環境変化が複雑で不確実なものになると、
顧客ニーズの変化予測が仕事の成否を決
める重要な要素になります。まずは、あなた
が今、顧客ﾆｰｽﾞの変化予測のために定期
的に何の情報をどのように入手しているか
をリストアップﾟしてみてください。情報の入手
先の偏り、現場情報の過不足がないよう、
バランスのとれた定期情報収集を行ってくだ
さい。

競合他社の動向を把握するため
の有効な情報源（各種媒体、有識
者等）を日頃から調べている

・環境変化が複雑で不確実なものになると、
競合他社の動向の把握が仕事の成否を決
める重要な要素となります。競合他社の動
向は過去の出来事との原因・結果の関係か
らある程度、予測できます。日常業務の中
で競合他社の情報を適宜入手し、分析する
ことで、体系的に整備することをおすすめし
ます。

供給者（調達先、協力会社等）を
把握するための有効な情報源（各
種媒体、有識者等）を日頃から調
べている

・環境変化が複雑で不確実なものになると、
供給者の動向の把握が仕事の成否を決め
る重要な要素になります。一般に供給者の
動向は、為替、原油価格、需給等の市場情
報や価格決定ﾒｶﾆｽﾞﾑを通じた原因・結果の
関係で予測できます。日常業務の中で供給
者の情報を適宜入手し、分析することで、体
系的に情報を整備することをおすすめしま
す。

社内外の専門家についての有効
な情報源を日頃から調べている

・環境変化が複雑で不確実なものになると、
情報入手や解読について専門家の知見を
得ないと確たる予測や判断ができない場合
が増加します。まずは、あなたが今、情報源
として持っている社内外の専門家をリスト
アップしてみてください。あなたの担当領域
については直接対話できる専門家リストを
作成してください。周辺領域については専門
家を検索できるｼｽﾃﾑの準備が望まれます。

サポートコメント

⑤知識
力

サポートコメント

⑦知識
力・情報
源

資料-95



部課長職 ソフトウエア技術者
中分類 職務能力項目 中分類 職務能力項目

小分類 中分類 小分類 中分類
「プログラミング」について日頃か
ら学習している

・「プログラミング」に関する知識を向上
させるためには、日常業務を通じて知
識の修得はもちろん重要ですが、それ
だけでは限界があります。日頃から、
関連する雑誌やホームページ等で、定
期的に最新の情報を把握するよう心掛
けてください。また関連するメーリング
リストに参加すれば、驚くほど速く最新
の情報を得ることができます。さらに既
に修得したコンピュータ言語だけでは
なく、そのほかのコンピュータ言語を修
得するのも良いでしょう。それらの情報
については、断片的に把握するだけで
なく、情報を整理し、体系的に理解して
いくことが重要です。

「システム設計・概要設計」につい
て日頃から学習している

・「システム設計・概要設計」に関する
知識を向上させるためには、日常業務
を通じて新しい知識を修得するだけで
はなく、業務から離れてシステム設計・
概要設計技法についての最新の情
報、知識を修得することが不可欠で
す。日頃から社内外のセミナーに参加
し、雑誌、書籍に目を通して、最新の情
報を得るようにしましょう。またある特
定分野のアプリケーションソフトウエア
のシステム設計・概要設計を業務とし
ている方は、業務知識についても、日
常的に情報の収集をするように努力し
てください。

「クライアントサーバー技術」につ
いて日頃から学習している

・「クライアントサーバー技術」について
の知識を向上させるためには、日常業
務を遂行する中で知識を高めることも
重要です。しかしクライアントサーバー
技術の進歩は非常に速いので、日常
業務の中だけでは、最新の知識を得る
のは困難です。日常業務から離れて、
社内外のセミナーに参加し、雑誌、書
籍に目を通して、最新の情報を得るこ
とをおすすめします。またクライアント
サーバー技術関連のメーリングリスト
に参加すれば、最新の情報を入手する
ことができます。

「ネットワーク関連技術」について
日頃から学習している

・「ネットワーク関連技術」の知識は今
や、すべてのソフトウエア技術者に不
可欠です。特にインターネット関連技術
の知識は、すべてのソフトウエア開発
の基礎にあります。しかし、ネットワー
ク関連技術の進歩は非常に速いので、
日常業務の中だけでは、新しい知識・
技術を身につけることは非常に困難で
す。そのために日頃から社内外のセミ
ナーに参加し、雑誌、書籍に目を通し
て、最新の情報を得ることをおすすめし
ます。またネットワーク技術関連のメー
リングリストに参加すれば、最新の情
報を入手することができます。

・情報通信技術が高度化・複雑化
する現在の環境下では、常に新し
い知識や技術の修得が必要となり
ます。そのためには、１）自分自身
が置かれている立場や役割を認識
し、２）自分自身の「強み」「弱み」で
ある保有知識や技術を把握するこ
とから始めましょう。その上で、必
要となる知識や技術について、日
頃から社内外のセミナーに参加し、
雑誌、書籍に目を通して、最新の
情報を得るように心がけましょう。
なお、知識や技術は断片的に修得
するだけでなく、関連性等を踏ま
え、体系的に身に付けていくことが
効率的・効果的です。

サポートコメントサポートコメント

⑦知識
力・情報
源

⑤知識
力
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部課長職 ソフトウエア技術者
中分類 職務能力項目 中分類 職務能力項目

小分類 中分類 小分類 中分類
「品質管理技法」について日頃か
ら学習している

・「品質管理技法」は、「製品」としての
ソフトウエアを開発することにおいて不
可欠です。日常業務で、品質管理技法
を修得するとともに、日頃から社内外
のセミナーに参加し、雑誌、書籍に目
を通して、最新の情報を得ることをおす
すめします。また既にきちんとしたソフ
トウエア開発の品質管理技法を導入し
ている会社の事例から学ぶことも多い
はずです。

「標準化技法」について日頃から
学習している

・ソフトウエア開発の生産性や品質を
向上させるには、ソフトウエア開発の
「標準化技法」が非常に役立ちます。
標準化技法には様々なものがあります
ので、まず、あなたの会社が採用して
いる標準化技法をしっかり学んでくださ
い。その上で各種の標準化技法を学ぶ
と良いでしょう。社内外のセミナーへの
参加、雑誌、書籍からソフトウエア開発
の標準化技法について、多くのことが
学べます。またソフトウエア開発におけ
る標準化技法を導入して成功している
企業の事例も参考になります。

「ソフトウエア開発対象分野の関
連業務（会計業務、生産管理業
務、物流業務等）」について日頃
から学習している

・アプリケーションソフトウエアを開発す
る上で、開発のターゲットになっている
関連分野の業務知識は不可欠です。
もちろん業務を遂行している中でも、こ
れらの関連分野の業務知識は身に付
きます。しかし顧客に対してソリュー
ションの提案やコンサルテーション業務
等を行う場合、関連分野の最新の業務
知識が必要になります。そのためには
日頃から社内外のセミナーに参加し、
関連分野の専門紙、雑誌、書籍に目を
通して、そこから関連業務内容に関す
る最新の情報を得ることをおすすめし
ます。

「企業経営全般（マーケティング
知識、財務・会計知識等）」につい
て日頃から学習している

・ご自身が、技術者としてではなく、マ
ネジメントのキャリアを目指すなら、「企
業経営全般」の知識を高めることが大
切です。そのためには、日頃から会社
の経営状況全般についての情報を意
識的に得るようにしましょう。また既に
管理者の方は自ら管理者としての役割
を明確に自覚しましょう。さらに社内外
セミナーに参加し、雑誌、書籍に目を
通して、最新の企業経営についての情
報、知識を得ましょう。また社会人のた
めに開かれている大学院に入学して、
ＭＢＡ（経営学修士）の取得を目指すの
も一つの方法です。

サポートコメント サポートコメント

⑦知識
力・情報
源

⑤知識
力
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部課長職 ソフトウエア技術者
中分類 職務能力項目 中分類 職務能力項目

小分類 中分類 小分類 中分類
⑦知識
力・情報
源

⑤知識
力

「業務に関連する各種法規（知的
財産権、著作権等）」について日
頃から学習している

・知的所有権、著作権等を含む各種法
規に関する知識は、近年、急速に重要
性を増しています。あなたやあなたの
会社が意図していなくても、知的所有
権を侵している場合があります。また
特許等を取得することで、あなたの会
社は新たなビジネスを展開することも
可能になります。このような法規関連
の知識を身につけるためには、各省庁
のウエブサイトへのアクセス、セミナー
への参加、雑誌、書籍に目を通すこと
で、知識、情報は得られます。

部下がＩＴを活用し、仕事の情報を
容易に手に入れることができるよ
うになるため、部課長の影響力が
発揮しにくくなると考えている

・IT化が進むと、部課長の組織情報伝達の
役割は減少し、部下の業務課題の達成に有
効な指導・支援ができる部課長でないとﾘｰ
ﾀﾞｼｯﾌﾟが発揮できなくなります。まずこの変
化を認識してください。そこで一年間を振り
返って、あなたの指導・支援なしには達成で
きなかった部下の業務課題をﾘｽﾄｱｯﾌﾟして
みてください。その上で、部下全員が“あな
たなしでは困る”と考えるような指導・支援が
行える専門能力を身につける計画をたてて
取り組まれることをおすすめします。

部課長の持つ専門能力が業務の
関係者を動かす主要な要因と考
えている

・IT化が進み、社内の個々の社員に情報が
公開されるようになると、部課長が独占でき
る情報が減少し、その存在価値が問われる
ことになります。まずこの変化を認識してくだ
さい。ご自身の部門を含む関係部門で“あな
たなしでは困る”と考えるような専門能力を
身につける計画をたて、それに取り組むこと
をおすすめします。

部課長は、自らの専門能力を持っ
て担当部門の環境変化に適応し
続ける責任を負っていると考えて
いる

・企業環境の変化が複雑で不確実なものに
なると、より現場に近い部門の部課長は、業
務環境の変化に対応する能力が求められ
るようになります。まずこの変化を認識してく
ださい。そこで一年間を振り返って、昨年と
同様の業務処理をした定常業務と、新たな
課題に取り組んだ非定常業務の比率を把
握してください。その上で、非定常業務が業
務の過半をしめるように、業務を再編成され
ることをおすすめします。

部課長は、役職ではなく、「困難な
状況を克服する欲求」と「課題を
達成する欲求」で動機づけられる
と考えている

・IT化とともに部下を管理するだけの部課長
は不要になります。部課長は担当業務の環
境変化適応責任者として、自らの専門能力
を活かして、部下を指揮し、変化に応じた新
たな課題を形成し解決することが本務となり
ます。まずこの変化を認識してください。この
業務を続けるには、困難な状況を克服した
時に得られる達成感、充実感を常に求める
姿勢が必要です。

サポートコメント サポートコメント

⑧環境
変化対
応能力

⑥環境
変化対
応能力

・企業環境の変化が複雑で不確実なも
のになると、部課長は担当業務の環境
変化適応責任者として、自らの専門能
力を活かして、部下を指揮し、変化に応
じた新たな課題を形成し解決することが
本務となります。またIT化によって部下
を管理する業務のｳｪｲﾄが低くなると、組
織はﾌﾗｯﾄ化して役職ﾎﾟｽﾄが減少し、そ
の一方で環境変化に適応するための専
門能力を持ったｽﾀｯﾌの必要性が高まり
ます。そこでの部課長とは、”ある期間、
管理職の役割を果たす専門能力者”で
あり、役職を離れても専門ｽﾀｯﾌとして貢
献できる能力が要求されます。まずこの
変化を認識してください。したがって部
課長は、管理職ﾎﾟｽﾄにある間も能力開
発を続けて、企業に必要不可欠の専門
能力を持ち続けることが重要になりま
す。専門能力は、1.原理原則知識の学
習、2.業務課題への活用、3.得られた知
見の整理・体系化　の3ｽﾃｯﾌﾟで形成さ
れます。5～10年後のｷｬﾘｱ目標をた
て、一貫した計画的な仕事と学習によっ
て、専門能力を高度化させることをおす
すめします。
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部課長職 ソフトウエア技術者
中分類 職務能力項目 中分類 職務能力項目

小分類 中分類 小分類 中分類
役職定年や組織スリム化で部課
長を解任されても、社内のスタッ
フ、あるいは社外で専門能力を活
かすことができると考えている

・IT化とともに 役職ﾎﾟｽﾄの数は減少する一
方で、複雑性・不確実性の高まる環境変化
に適応するための専門能力を持ったｽﾀｯﾌ
の必要性が高まります。まずこの変化を認
識してください。そこで入社以来、身につけ
た専門能力を棚卸しし、役職を離れて専門ｽ
ﾀｯﾌとして貢献できる業務をﾘｽﾄｱｯﾌﾟしてみ
てください。その上で、社内の必要不可欠人
材になる(場合によっては社外転進もできる)
専門能力の再開発計画をたて、取り組みを
始められることをおすすめします。

自分の専門能力は後任者等に容
易に追随されないよう、日頃から
努力している

・IT化によって環境変化のｽﾋﾟｰﾄﾞが加速され
ているだけに、部課長の管理業務のみにか
まけていると、これまでの専門能力が通用し
ない状態になりかねません。まずはこの変
化を認識してください。そこで部課長とは、”
ある期間、管理職の役割を果たす専門能力
者”と考え、専門スタッフに戻った時に、企業
にとって必要不可欠人材になれる領域を見
定め、部課長の職にある間も計画的な専門
能力の開発を続けられることをおすすめしま
す。

自分の専門能力が後輩等に容易
に追随されないよう、日頃から努
力している

・IT化によって環境変化のｽﾋﾟｰﾄﾞが加
速されているだけに、常に専門能力の
向上に努めていくことが重要です。自
分自身が置かれている現状や「強み」
「弱み」である能力を認識し、中長期的
な視野で計画的に専門能力の開発を
続けるようにしましょう。

業務の基礎となる原理・原則につ
いて、専門書やセミナー等の学習
機会を活用し、計画的・体系的に
学習を継続して行っている

・専門能力は、1.原理原則知識の学習、2.業
務課題への活用、3.得られた知見の整理・
体系化　の3ｽﾃｯﾌﾟで形成されます。日頃の
業務を行いながらの限られた時間の中で、
原理原則知識を効果的に学習するために、
①学習科目をしぼりこむ、②仕事外学習を
日常習慣化することをおすすめします。仕事
外学習として、セミナー等への参加は業界
における自分の専門能力のレベルをチェッ
クする上で効果的です。

業務の基礎となる原理・原則につ
いて、専門書やセミナー等の学習
機会を活用し、計画的・体系的に
学習を継続して行っている

・専門能力は、1.原理原則知識の学
習、2.業務課題への活用、3.得られた
知見の整理・体系化　の3ｽﾃｯﾌﾟで形成
されます。日常業務を行いながらの限
られた時間の中で、原理原則知識を効
果的に学習するために、①学習科目を
しぼりこむ、②仕事外学習を日常習慣
化することをおすすめします。仕事外
学習として、セミナー等への参加は業
界における自分の専門能力のレベル
をチェックする上で効果的です。

計画的に学習した原理・原則等の
専門知識を活用し、業務関係者
から高い評価を得ている

・専門能力は、1.原理原則知識の学習、2.業
務課題への活用、3.得られた知見の整理・
体系化　の3ｽﾃｯﾌﾟで形成されます。学習知
識を専門能力に結び付けるためには、現実
の業務課題に活用して成果をあげることが
必要です。日頃の業務関係者との業務遂行
の過程で、自分の専門能力を存分に発揮で
きるよう心がけてください。

計画的に学習した原理・原則等の
専門知識を活用し、業務関係者
から高い評価を得ている

・専門能力は、1.原理原則知識の学
習、2.業務課題への活用、3.得られた
知見の整理・体系化　の3ｽﾃｯﾌﾟで形成
されます。学習知識を専門能力に結び
付けるためには、現実の業務課題に活
用して成果をあげることが必要です。
日頃の業務関係者との業務遂行の過
程で、自分の専門能力を存分に発揮で
きるよう心がけてください。

担当領域の知見やそれを活用し
た業務成果を整理・体系化し、レ
ポート、指導書等にまとめ、社内
外で何度か発表したことがある

・専門能力は、1.原理原則知識の学習、2.業
務課題への活用、3.得られた知見の整理・
体系化　の3ｽﾃｯﾌﾟで形成されます。学習・活
用の結果、得られた知見をﾚﾎﾟｰﾄ、指導書な
どで整理・体系化して専門能力に結び付け
ること、加えてそれによってあなたの必要性
を社内外にｱﾋﾟｰﾙされることをおすすめしま
す。社内外での成果報告の場は自分の専
門能力の適用能力をチェックする上で効果
的です。

担当領域の知見やそれを活用し
た業務成果を整理・体系化し、レ
ポート、論文、指導書等にまとめ、
社内外で何度か発表したことがあ
る

・専門能力は、1.原理原則知識の学
習、2.業務課題への活用、3.得られた
知見の整理・体系化　の3ｽﾃｯﾌﾟで形成
されます。学習・活用の結果、得られた
知見をﾚﾎﾟｰﾄ、指導書等で整理・体系
化して専門能力に結び付けること、加
えてそれによってあなたの必要性を社
内外にｱﾋﾟｰﾙされることをおすすめしま
す。社内外での成果報告の場は自分
の専門能力の適用能力をチェックする
上で効果的です。

⑧環境
変化対
応能力

⑥環境
変化対
応能力

・企業環境の変化が複雑で不確実
な現在の状況下では、常にその変
化を認識しながら、能力開発に努
めていくことが必要です。そのため
には、場当たり的な取り組みではな
く、中長期的な視点で計画を立て、
粘り強く継続していくことが大切で
す。社内外でのセミナー参加、雑
誌、書籍の閲覧等を通じて、体系
的に知識・技術を修得していきま
しょう。また、知識や情報を溜め込
むだけでなく、レポートや論文等に
体系的にまとめ、、学会等での発
表も行ってみましょう。

サポートコメント サポートコメント
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部課長職 ソフトウエア技術者
中分類 職務能力項目 中分類 職務能力項目

小分類 中分類 小分類 中分類
⑧環境
変化対
応能力

専門能力を中高年齢者の強みと
するために、１０年程度のキャリア
形成計画を立てて、計画的・体系
的に実行している

・加齢は、専門能力の開発を継続している
方にはﾌﾟﾗｽ、停止している方にはﾏｲﾅｽの
要素となります。IT化にともなう環境変化ｽ
ﾋﾟｰﾄﾞの加速化は、こうしたﾌﾟﾗｽとﾏｲﾅｽの格
差が拡大します。まずこの変化を認識してく
ださい。加齢をﾌﾟﾗｽ要素にするには、5～10
年後の将来計画をたて、仕事と自己学習に
よる専門能力の開発を進めることで、加齢と
ともに専門能力を高めてください。

⑥環境
変化対
応能力

専門能力を中高年齢者の強みと
するために、１０年程度のキャリア
形成計画を立てて、計画的・体系
的に実行している

・加齢は、専門能力の開発を継続して
いる方にはﾌﾟﾗｽ、停止している方には
ﾏｲﾅｽの要素となります。IT化にともな
う環境変化ｽﾋﾟｰﾄﾞの加速化は、こうした
ﾌﾟﾗｽとﾏｲﾅｽの格差が拡大します。ま
ずこの変化を認識してください。加齢を
ﾌﾟﾗｽ要素にするには、5～10年後の将
来計画をたて、仕事と自己学習による
専門能力の開発を進めることで、加齢
とともに専門能力を高めてください。

サポートコメント サポートコメント
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